
 

 

 

 

 
  

 インフルエンザの大流行が木島平小を直撃！  

  今週に入り、木島平小学校は低学年のいない日が続きました。インフルエンザによる欠席児童が急激に増えたこ

とで、1年1組、2年1組、2年2組、3年1組、3年2組と、低学年全クラスが学級閉鎖という対応をとらなけ

ればならなくなったためです。子どもが学校に登校した後に多くのインフルエンザに罹患したことがわかり、急き

ょおうちの方に迎えに来ていただいたこともありました。急な連絡だったにもかかわらず、早急に対応いただきあ

りがとうございました。 

本日 9日(木)現在、学級閉鎖の対応をとっているのは3年 1組、3年 2 組となり、大流行のピークは過ぎたよ

うに思います。しかし、例年のことを考えると、冬を迎えるこれからがインフルエンザの流行期です。近隣の市町

村でも同じようにインフルエンザが流行しており、同じように学級閉鎖の対応をとっている学校も多くあるようで

す。小学校では、引き続き基本的な感染予防対策をとっていきます。各ご家庭でも引き続き感染予防への協力をよ

ろしくお願いいたします。子どもたちはもちろん、ご家族の皆様も体調を崩さないよう、みなさんで気をつけてい

きましょう。 

 木島平小学校の感染予防対策として  

○手洗い・うがいの徹底･･･一番の予防効果があるようです。学校では、休み時間が終わった後、給食を食べる前など

折を見て子どもに声をかけていきます。 

             うがいをする時、家から持ってきた水筒の中身を使ってうがいをすることがあります。お

茶(カテキンを含むもの)でうがいをすると効果的であるとも言われています。飲んでも風

邪予防効果があるとも言われていますので、水筒の中身を緑茶や紅茶などにしていただい

てもよいかと思います（ただし、甘くしない）。 

 

○オクレンジャーの活用･･･学級閉鎖の終わりを判断するために、また週末にイン

フルエンザの罹患者が増えている場合の月曜日の登校を

判断するために、オクレンジャーで質問メールを配信し

ます〔右写真(例)〕。できるだけ平日の昼間、おうちの方

に迎えに来ていただかないよう、登校前の段階で判断で

きるようにするためのものです。ご協力をお願いします。 

 

○換気の徹底･･･これから寒くなる季節ではあります

が、コロナ禍と同様、教室と廊下の窓を

開けて換気を行います。そのため、温度

調節をできるよう、上着やジャンパー

などの準備や配慮をお願いします。な

お、脱いだ時に置き忘れられる服がし

っかりと持ち主に戻るよう、衣服に名

前の記入をお願いします。 

 

 

 

「何かこわい・・・」休み時間、旧校舎２階を通って図書館に向かう子が、つぶやいた一言です。学級閉鎖のため朝から２・３年生が登校

しておらず、旧校舎は人気が全くない状態で、電気も点いていなかったようです。昼間の学校が「こわい」。いかに子どもたちの存在が学

校を明るくしてくれているかがわかります。電気を点けて物理的に明るくしても、やはり何だか物足りない。いるべき場所に，いるべき人

がいる。そういう当たり前が大切なことなんだ、と改めて感じます。 
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